
1 － 税務行政の効率性に係る諸相（二・完）（手塚）
　
　

税
務
行
政
の
効
率
性
に
係
る
諸
相
（
二
・
完
）

　
　
　

 
―― 

ド
イ
ツ
行
政
法
・
租
税
法
の
議
論
と
制
度
改
正
に
つ
い
て 

――手　

塚　

貴　

大

一　

検
討
の
視
角

二　

税
務
行
政
行
為
の
自
動
化

　

（一）　

自
動
化
の
実
態

　

（二）　

自
動
化
の
理
論
と
評
価
（
以
上
、
四
七
巻
一
号
）

三　

税
務
行
政
効
率
化
の
制
度

　

（一）　

事
前
照
会
制
度

　

（二）　

事
実
に
関
す
る
合
意

　

（三）　

電
磁
的
記
録
に
係
る
税
務
調
査

四　

結
語
（
以
上
、
本
号
）

三　

税
務
行
政
効
率
化
の
制
度

　

税
務
行
政
の
効
率
性
を
論
ず
る
に
し
て
も
、
わ
が
国
に
お
い
て
は
、
税
務
行
政
に
つ
い
て
は
合
法
性
の
原
則
が
中
心
の
様
相
が
あ
る
。
し

か
し
、
ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
、
そ
れ
に
尽
き
る
こ
と
は
な
い
。
す
な
わ
ち
、
現
代
的
要
請
を
踏
ま
え
て
、
複
数
の
原
則
を
同
時
に
実
現
す
る

論
理
を
示
し
、
効
率
性
に
資
し
う
る
具
体
的
制
度
も
考
案
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
こ
こ
で
は
、
ド
イ
ツ
の
議
論
か
ら
、
わ
が
国
の
理
論
に

関
す
る
示
唆
を
得
る
た
め
の
手
が
か
り
を
示
す
た
め
に
、
ド
イ
ツ
の
諸
制
度
を
関
連
す
る
理
論
と
と
も
に
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
い
。
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（一）　

事
前
照
会
制
度

１　

事
前
照
会
制
度
の
概
要
―
法
的
性
格
も
含
め
て
―

　

ま
ず
、
事
前
照
会
制
度
か
ら
触
れ
る
こ
と
と
し
た
い
。
事
前
照
会
制
度
は
、
納
税
義
務
者
の
行
う
取
引
等
に
係
る
課
税
効
果
を
事
前
に

課
税
庁
が
そ
の
照
会
を
踏
ま
え
て
回
答
を
す
る
制
度
で
あ
る
が）

136
（

、
こ
れ
は
、
納
税
義
務
者
の
予
測
可
能
性
・
法
的
安
定
性
に
資
す
る
。
そ

う
し
た
予
測
可
能
性
が
事
前
に
獲
得
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
納
税
義
務
者
と
し
て
は
自
己
の
取
引
に
係
る
課
税
効
果
に
つ
い
て
コ
ス
ト
を

か
け
て
検
討
す
る
必
要
も
な
く
、
事
後
の
争
訟
リ
ス
ク
も
相
当
程
度
に
減
殺
さ
れ
る
の
で
、
事
前
照
会
制
度
は
税
務
行
政
に
お
け
る
効
率

性
に
資
す
る
と
言
い
う
る
。
こ
の
点
、
ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
、
直
後
に
触
れ
る
事
前
照
会
制
度
と
し
て
の
拘
束
情
報
は
、
租
税
法
に
お
い

て
は
許
可
要
件
が
規
定
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
の
代
償
で
あ
る
と
言
わ
れ
る）

137
（

。
こ
れ
は
、
要
す
る
に
、
課
税
庁
に
よ
る
納
税
義
務
者
に
係
る

課
税
効
果
に
つ
い
て
の
事
前
の
認
証
と
で
も
言
え
よ
う
。

　

さ
て
、
事
前
照
会
制
度
に
つ
い
て
は
、
実
定
法
上
い
く
つ
か
の
可
能
性
が
あ
る
。
例
え
ば
、
税
務
調
査
の
過
程
に
係
る
も
の
と
し
て
、

ド
イ
ツ
租
税
通
則
法
二
〇
四
条
の
同
意
（Zusage
）
が
あ
る）

138
（

。
こ
れ
は
、
税
務
調
査
の
過
程
で
明
ら
か
に
な
っ
た
事
情
に
つ
い
て
、（
そ

の
本
質
的
部
分
が
さ
ら
に
、
ま
た
は
新
た
に
実
現
す
る
よ
う
な
場
合
に
は）

139
（

）
同
意
を
基
に
し
て
事
後
の
租
税
手
続
が
進
行
す
る
と
い
う
も

（
136
） 　

手
塚
貴
大
「
租
税
手
続
に
お
け
る
事
前
照
会
―
ド
イ
ツ
租
税
法
に
お
け
る
制
度
と
理
論
、
お
よ
び
そ
の
示
唆
す
る
も
の
―
」
租
税
法
研
究
三
七
号
四
五
頁
。

（
137
） 　H

ey, Johanna, Steuerplanungssicherheit als R
echtsproblem

, K
öln 2002, 695f.

（
138
） 　D

W
S-Institut W

issenschaftlicher A
rbeitskreis Steuerrecht, R

eform
 der A

ußenprüfung aus der Perspektive des M
ittelstandes, Schriftenreihe N

r.47, 
S.11ff.

（
139
） 　W

issenschaftlicher A
rbeitskreis, R

eform
 der A

ußenprüfung (Fn.138) , S.12.
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の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
は
、
過
去
の
み
で
は
な
く
、
継
続
性
あ
る
事
実
関
係
に
も
当
て
は
め
ら
れ
る
の
で
、
い
わ
ば
将
来
的
な
効
力

も
あ
る）

140
（

。
そ
も
そ
も
、
租
税
法
に
お
い
て
は
、
納
税
義
務
者
は
、
課
税
処
分
を
通
じ
て
事
後
的
に
実
現
し
た
事
実
関
係
に
係
る
法
的
判
断

に
つ
い
て
の
安
定
性
を
得
る
が
、
同
意
等
が
あ
れ
ば
、
事
前
に
そ
れ
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
を
可
能
に
す
る
一
般
的
制

度
が
、
ド
イ
ツ
租
税
通
則
法
八
九
条
に
規
定
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
、
拘
束
情
報
（verbindliche A

uskunft

）
の
発
遣
で
あ
る）

141
（

。
こ
れ
は
、
直

前
で
見
た
よ
う
に
、
今
後
生
じ
る
取
引
に
係
る
租
税
法
上
の
効
果
に
つ
き
、
課
税
庁
か
ら
拘
束
力
あ
る
情
報
提
供
が
得
ら
れ
る
と
い
う
も

の
で
あ
る
。

　

な
お
、
拘
束
情
報
も
、
ド
イ
ツ
租
税
通
則
法
二
〇
四
条
の
同
意
も
、
特
定
の
、
将
来
的
な
作
用
を
課
税
庁
に
対
し
て
片
面
的
に
義
務
付

け
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
行
政
法
に
言
う
と
こ
ろ
の
同
意
で
あ
り
、
そ
う
し
た
課
税
庁
の
作
用
が
行
政
行
為
の
中
に
現
れ
る
の
で
あ
る
か

ら
、
ド
イ
ツ
行
政
手
続
法
三
八
条
に
言
う
と
こ
ろ
の
確
約
（Zusicherung

）
が
問
題
と
な
っ
て
い
る）

142
（

。

　

運
用
の
実
態
は
以
下
の
よ
う
に
な
る
。
納
税
義
務
者
の
申
請
に
基
づ
い
て
拘
束
情
報
は
発
遣
さ
れ
、
料
金
の
徴
収
が
あ
る
（
そ
れ
故
や

や
利
用
が
低
調
で
あ
る
と
も
さ
れ
る
）。
そ
し
て
、
法
的
性
質
と
し
て
は
、
行
政
行
為
で
あ
る
と
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
課
税
庁
の
み
を

拘
束
し
、
納
税
義
務
者
に
対
す
る
拘
束
力
は
な
い
（
片
面
性
）。
そ
れ
故
、
課
税
庁
は
拘
束
情
報
ど
お
り
の
課
税
処
分
を
行
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
で
、
そ
の
こ
と
を
以
て
、
充
足
請
求
権
（Erfüllungsanspruch

））
143
（

が
納
税
義
務
者
に
対
し
て
与
え
ら
れ
た
と
言
わ
れ
る
。
所

論
に
よ
る
と
、
要
す
る
に
、
拘
束
情
報
に
お
け
る
事
実
関
係
が
実
現
す
る
際
に
は
、
そ
の
内
容
に
矛
盾
す
る
、
後
行
す
る
租
税
決
定
（
行

（
140
） 　Seer (Fn.68) , D

V
 2022, 48.

（
141
） 　

手
塚
・
前
掲
注
（
136
）
四
六
頁
以
下
。

（
142
） 　Seer (Fn.68) , D

V
 2022, 48f.

（
143
） 　Seer (Fn.68) , D

V
 2022, 47.
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政
行
為
の
性
質
を
有
す
る
）
が
違
法
と
な
る
と
い
う
効
果
を
伴
う
形
で
、
充
足
請
求
権
は
実
体
法
に
重
な
る
法
的
根
拠
に
ま
で
強
め
ら
れ

る
と
い
う
の
で
あ
り
、
し
か
も
、
そ
う
し
た
効
力
は
、
拘
束
情
報
が
納
税
義
務
者
に
と
っ
て
有
利
に
な
る
よ
う
に
実
定
法
に
反
す
る
と
き

で
あ
っ
て
も
、
生
じ
る
と
い
う）

144
（

。

２　

事
前
照
会
制
度
に
係
る
問
題

　

前
叙
の
ご
と
く
、
拘
束
情
報
は
行
政
行
為
と
し
て
の
形
式
を
有
す
る
わ
け
で
あ
る
が
、
一
に
、
そ
も
そ
も
、
行
政
行
為
と
し
て
制
度
設

計
す
る
こ
と
に
よ
り
、
課
税
庁
に
対
す
る
片
面
的
拘
束
力
の
み
を
語
る
だ
け
で
足
り
る
の
か
、
と
い
う
問
題
は
あ
り
う
る
。
ド
イ
ツ
の
議

論
に
よ
れ
ば
、
他
の
領
域
の
法
制
度
を
見
る
と
、
課
税
庁
お
よ
び
納
税
義
務
者
の
双
方
を
拘
束
す
る
と
制
度
設
計
す
る
余
地
は
あ
る
（
例
、

建
設
法
）
と
い
う）

145
（

。
所
論
に
よ
る
と）

146
（

、
前
叙
の
確
約
の
よ
う
に
、
単
に
将
来
の
行
政
行
為
を
見
据
え
る
だ
け
で
は
な
く
、
そ
れ
自
体
を
確

認
的
行
政
行
為
（feststellender Verw

altungsakt

）
と
し
て
、
い
わ
ば
（
前
も
っ
て
）
最
終
的
な
部
分
的
規
律
（definitive Teilregelung

）

を
行
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
（
こ
れ
を
前
決
定
（Vorbescheid

）
と
い
う
）。
こ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
、
建
設
法
に
即
し
て
言
え
ば
、

行
政
手
続
上
事
後
的
に
与
え
ら
れ
る
建
設
許
可
が
前
倒
し
で
与
え
ら
れ
た
こ
と
と
同
様
の
法
的
な
効
果
が
あ
り
、
前
叙
の
確
認
的
行
政
行

為
に
つ
い
て
は
性
質
上
存
続
力
が
強
く
、
法
改
正
が
な
さ
れ
て
も
前
決
定
の
効
力
に
は
影
響
が
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る）

147
（

。
納
税
義
務

者
を
も
拘
束
す
る
こ
と
の
意
義
で
あ
る
が
、
筆
者
の
見
た
と
こ
ろ
、
必
ず
し
も
明
確
で
は
な
い
。
こ
の
点
、
納
税
義
務
者
に
事
前
照
会
時

の
予
定
さ
れ
た
取
引
を
そ
の
ま
ま
実
行
し
、
さ
ら
に
は
そ
れ
に
対
す
る
法
的
評
価
を
受
け
入
れ
る
よ
う
に
義
務
付
け
る
こ
と
に
な
ろ
う
か
。

（
144
） 　Seer (Fn.68) , D

V
 2022, 47f.

（
145
） 　

詳
細
は
、O

tto, Patrick C
hristian, D

ie verbindliche A
uskunft im

 A
llgem

einen Verw
altungsrecht, B

aden-B
aden 2019, S.238, S.324, S.382f., S.386.

（
146
） 　

注
（
145
）。

（
147
） 　O

tto, D
ie verbindliche A

uskunft (Fn.145) , S.S.259f., S.313. 

ま
た
、B

Verw
G

-U
rt. v. 03. 02. 1984, -4 C

 39.82, B
Verw

G
E 69, 1 (3)

も
参
照
。
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こ
れ
に
よ
り
、
事
後
的
に
拘
束
情
報
と
は
異
な
る
税
務
上
の
行
動
を
と
る
こ
と
は
で
き
な
く
な
り
、
拘
束
情
報
の
発
遣
が
結
果
と
し
て
無

意
味
に
な
る
こ
と
は
回
避
さ
れ
る
。
確
か
に
、
こ
の
制
度
設
計
は
税
務
行
政
の
無
駄
を
極
力
排
除
す
る
と
い
う
点
で
、
効
率
的
で
は
あ
る
。

加
え
て
、前
叙
の
法
改
正
に
対
す
る
耐
性
を
直
視
し
て
も
、同
様
の
こ
と
は
当
て
は
ま
る
。
こ
の
点
、全
体
と
し
て
の
行
政
手
続
の
合
理
化
・

効
率
化
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
の
存
在
が
指
摘
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
は
あ
る）

148
（

。
し
か
し
、
こ
の
文
脈
に
お
い
て
、
納
税
義
務
者
を
も
拘
束
す
る
こ

と
に
つ
い
て
、
納
税
義
務
者
に
係
る
将
来
時
点
で
の
取
引
・
納
税
申
告
を
も
拘
束
す
る
と
い
う
趣
旨
か
否
か
は
必
ず
し
も
明
確
で
は
な
く
、

仮
に
そ
れ
を
肯
定
す
る
と
す
る
な
ら
ば
、
例
え
ば
、
納
税
義
務
者
の
も
と
で
も
事
情
変
更
（
そ
の
結
果
と
し
て
の
取
引
内
容
の
変
更
等
）

は
あ
る
で
あ
ろ
う
か
ら
、
常
に
拘
束
力
を
発
揮
す
る
も
の
と
仕
組
む
こ
と
が
合
理
的
な
も
の
と
言
い
う
る
か
は
検
討
を
要
し
よ
う
。

　

二
に
、
そ
れ
に
関
連
し
て
、
ド
イ
ツ
で
は
料
金
問
題
は
批
判
が
あ
る
。
端
的
に
は
、
こ
れ
も
不
要
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
学
説
の
整

理
に
依
り）

149
（

、
列
挙
す
る
と
、
国
家
は
見
通
し
の
き
か
な
い
租
税
法
律
を
制
定
し
、
加
え
て
な
お
、（
料
金
賦
課
を
通
じ
て
）
収
入
を
獲
得

し
よ
う
と
し
て
い
る
、
拘
束
情
報
に
よ
る
事
前
審
査
（Vorprüfung

）
を
通
じ
て
賦
課
処
分
と
い
う
形
式
で
の
事
後
審
査
（N

achprüfung

）

を
無
く
そ
う
と
し
て
い
る
、
料
金
義
務
は
（
拘
束
情
報
発
遣
の
）
申
請
に
よ
る
課
税
庁
の
過
重
負
担
を
無
く
そ
う
と
す
る
嚮
導
機
能
を
有

す
る
、
課
税
庁
に
は
（
納
税
義
務
者
に
対
す
る
）
配
慮
義
務
（Fürsorgepflicht

）
が
あ
る
、
行
政
手
続
は
公
正
（
フ
ェ
ア
）
で
あ
る
べ

き）
150
（

、
と
い
う
も
の
が
あ
る
。
と
は
い
え
、
反
対
に
、
公
行
政
は
市
民
に
と
っ
て
無
料
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
で
は
な
く
、
料
金
義
務
は
（
お

そ
ら
く
は
課
税
庁
の
も
と
で
生
じ
る
）
費
用
調
整
機
能
、（
お
そ
ら
く
は
納
税
義
務
者
の
も
と
で
生
じ
る
）
メ
リ
ッ
ト
調
整
機
能
を
有
し

（
148
） 　O

tto, D
ie verbindliche A

uskunft (Fn.145) , S.324.

（
149
） 　O

tto, D
ie verbindliche A

uskunft (Fn.145) , S.167ff.

（
150
） 　O

tto, D
ie verbindliche A

uskunft (Fn.145) , S.178f.

に
よ
る
と
、
課
税
庁
は
（
納
税
義
務
者
に
対
す
る
）
助
言
・
配
慮
義
務
を
料
金
を
通
じ
た
納
税
義
務

者
に
よ
る
対
価
の
支
払
と
し
て
行
う
の
に
対
し
て
、
納
税
義
務
者
は
自
己
の
協
力
義
務
を
無
償
で
行
っ
て
い
る
こ
と
が
〝
公
正
で
は
な
い
〞
と
い
う
。
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て
い
る
こ
と
、
と
い
っ
た
料
金
義
務
を
支
持
す
る
見
方
も
あ
る）

151
（

。
さ
ら
に
、
私
見
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
に
基
づ
き
敷
衍
す
る
と
、
課
税
庁
に

も
回
答
に
際
し
て
の
コ
ス
ト
は
発
生
す
る
こ
と
、
さ
ら
に
は
無
料
で
の
発
遣
を
許
容
す
る
と
、
納
税
義
務
者
は
安
易
に
回
答
を
得
よ
う
と

し
、
拘
束
情
報
を
結
果
と
し
て
無
視
す
る
よ
う
な
行
動
も
と
り
か
ね
な
い
こ
と
等
を
考
え
る
と
、
料
金
の
徴
収
は
妥
当
で
あ
る
と
考
え
る

べ
き
で
は
な
い
か
。

　

三
に
、
例
え
ば
、
拘
束
情
報
に
関
し
て
は
、
拘
束
情
報
の
前
提
と
な
る
事
実
関
係
の
多
少
の
変
更
は
と
も
か
く
、
法
改
正
が
さ
れ
れ
ば
、

自
己
の
取
引
に
係
る
法
的
評
価
が
変
更
さ
れ
う
る
の
で
、そ
れ
が
現
実
化
す
れ
ば
、拘
束
力
の
根
拠
は
失
わ
れ
う
る
こ
と
に
な
る）

152
（

。
こ
れ
を
、

拘
束
情
報
に
係
る
法
改
正
に
対
す
る
脆
弱
性
と
評
価
す
る
こ
と
が
可
能
か
否
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
と
も
か
く
拘
束
情
報
の
拘
束
力
は
失

わ
れ
る
の
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
拘
束
情
報
は
有
料
で
あ
る
た
め
、
納
税
義
務
者
の
も
と
で
は
取
引
を
早
期
に
実
行
す
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ

ブ
は
生
じ
る
か
も
し
れ
な
い
。
も
し
、
そ
の
場
合
に
は
、
拘
束
情
報
の
発
遣
の
意
義
は
（
課
税
庁
の
も
と
で
生
じ
た
コ
ス
ト
も
含
め
て
）

な
お
失
わ
れ
な
い
。
そ
れ
故
、
前
叙
の
状
況
が
常
に
発
現
す
る
わ
け
で
は
な
い）

153
（

。
そ
の
際
、
法
改
正
の
内
容
自
体
も
、
拘
束
情
報
の
拘
束

力
を
失
わ
し
め
る
よ
う
な
そ
れ
で
あ
る
か
否
か
は
問
題
と
な
る）

154
（

。

（
151
） 　O

tto, D
ie verbindliche A

uskunft (Fn.145) , S.172.

（
152
） 　O

tto, D
ie verbindliche A

uskunft (Fn.145) , S.136f. O
tto

氏
は
、拘
束
力
の
喪
失
を
〝
非
常
に
厳
し
い
（drakonisch

）〞
効
果
と
す
る
（A

.a.O
., S.138.

）。

（
153
） 　

な
お
、O
tto, D

ie verbindliche A
uskunft (Fn.145) , S.138f.

に
よ
る
と
、
拘
束
情
報
の
拘
束
力
の
消
滅
可
能
性
如
何
に
つ
き
、
法
改
正
が
（
賦
課
処
分
に

相
当
す
る
）
租
税
決
定
の
前
後
の
い
ず
れ
か
で
あ
る
か
に
応
じ
て
、異
な
る
と
い
う
。
す
な
わ
ち
、前
で
あ
れ
ば
拘
束
力
は
失
わ
れ
（
い
わ
ゆ
る
不
真
正
遡
及
）、

後
で
あ
れ
ば
、
い
わ
ゆ
る
真
正
遡
及
の
可
否
と
い
う
観
点
か
ら
判
断
が
な
さ
れ
る
と
い
う
。
な
お
、
判
例
変
更
の
場
合
に
は
、
信
頼
保
護
の
視
点
に
照
ら
し
て
、

拘
束
力
の
喪
失
は
判
例
変
更
後
に
つ
い
て
生
じ
る
も
の
と
さ
れ
る
。

（
154
） 　O

tto, D
ie verbindliche A

uskunft (Fn.145) , S.138.
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（二）　

事
実
に
関
す
る
合
意

１　

事
実
に
関
す
る
合
意
の
概
要
―
そ
の
機
能
と
法
的
性
質
―

（
1
）　

機
能

　

事
実
に
関
す
る
合
意）

155
（

は
、
解
明
に
コ
ス
ト
を
要
す
る
不
明
確
な
事
実
関
係
に
つ
き
、
課
税
不
能
を
避
け
る
べ
く
、
納
税
義
務
者
と
課
税

庁
と
の
間
で
一
定
の
事
実
関
係
を
措
定
す
る
そ
う
し
た
合
意
で
あ
る
。
端
的
に
は
、
こ
の
合
意
を
通
じ
て
、
事
実
関
係
不
明
に
よ
り
課
税

が
停
滞
す
る
こ
と
が
回
避
さ
れ
る
た
め
、
税
務
行
政
過
程
に
お
い
て
は
非
常
に
有
用
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
研

究
の
蓄
積
が
あ
り
、
特
に
、
理
論
的
、
制
度
的
位
置
づ
け
は
あ
る
程
度
明
確
化
さ
れ
て
い
る
。

　

確
か
に
、
課
税
の
停
滞
の
回
避
を
避
け
る
と
い
う
作
用
に
鑑
み
て
、
こ
の
制
度
は
実
際
上
必
要
で
あ
り
、
租
税
法
は
常
に
唯
一
の
正
し

い
判
断
の
み
を
許
容
す
る
そ
う
し
た
法
律
上
完
全
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
化
さ
れ
た
法
（ius strictum

）
で
は
決
し
て
な
い
と
い
う
知
見
に
負
う）

156
（

。

す
な
わ
ち
、
一
見
し
た
と
こ
ろ
と
は
異
な
り
、
税
務
行
政
の
行
為
形
式
と
し
て
、
契
約
形
態
は
排
除
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る）

157
（

。
ド
イ
ツ

の
議
論
に
よ
る
と
、
こ
う
し
た
契
約
形
式
の
投
入
の
可
否
に
関
す
る
判
断
は
、
法
律
の
空
白
（Vakuum

 des G
esetzes

）
で
あ
り
、
手
続

法
の
発
展
の
余
地
が
あ
る
（
ド
イ
ツ
租
税
通
則
法
は
一
九
七
七
年
制
定
当
時
の
法
に
お
い
て
ド
イ
ツ
行
政
手
続
法
五
四
条
以
下
を
受
け
入

（
155
） 　

手
塚
貴
大
「
ド
イ
ツ
の
ネ
ゴ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
」
日
税
研
論
集
六
五
号
二
九
頁
以
下
に
お
い
て
一
部
に
触
れ
た
。
ド
イ
ツ
の
文
献
と
し
て
は
、Seer, R

om
an, 

Verständigung im
 Steuerverfahren, köln 1996;ders., in: Tipke, K

laus / H
einrich W

ilhelm
 K

ruse, A
bgabenordnung-Finanzgerichtsordrung, Vor 

§ 118 
Tz.10ff. (Stand: O

ktober 2015).

（
156
） 　H

ey, in:Tipke / Lang (H
rsg.) , Steuerrecht (Fn.22) , R

n.3.242.

（
157
） 　Seer, in:Tipke / K

ruse (H
rsg.) , A

O
 (Fn.155) , Vor 

§ 108 Tz.19, 22.
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れ
て
い
な
い）

158
（

と
い
う
実
証
的
根
拠
が
挙
げ
ら
れ
る
）。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
文
脈
に
お
い
て
、
契
約
形
式
の
税
務
行
政
過
程
へ
の
投
入
は

課
税
庁
等
に
と
っ
て
開
か
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
前
叙
の
ご
と
く
、
事
実
関
係
が
不
明
な
場
合
に
、
一
定
の
事
実
関
係
の
措
定
が
行
わ
れ
る
と
い
う
作
用
が
こ
こ
で
問
題
と
な
っ

て
い
る
が
、
要
す
る
に
、
事
実
関
係
の
解
明
の
困
難
が
核
心
で
あ
る
。
こ
こ
で
、
事
実
関
係
解
明
の
性
質
・
範
囲
に
つ
い
て
課
税
庁
の
羈

束
裁
量
が
あ
り
、
そ
こ
に
課
税
庁
と
納
税
義
務
者
と
の
合
意
の
余
地
が
あ
る
（
証
明
の
程
度
（B

ew
eism

aß

）
が
下
が
る
ほ
ど
、
合
意
の

余
地
が
広
が
る
）
と
い
う）

159
（

。

　

な
お
、
実
定
法
上
根
拠
の
あ
る
税
務
調
査
の
際
に
予
定
さ
れ
る
同
意
（
料
金
不
徴
収
）
よ
り
も
、
事
実
に
関
す
る
合
意
の
投
入
が
選
好

さ
れ
る
と
い
う）

160
（

。
そ
の
理
由
は
必
ず
し
も
明
確
で
は
な
い
が
、
事
実
に
関
す
る
合
意
は
、
租
税
手
続
の
ど
の
段
階
で
も
投
入
可
能
で
あ
っ

て）
161
（

、
租
税
手
続
に
お
い
て
は
、
こ
れ
が
し
ば
し
ば
用
い
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
確
か
に
、
こ
の
合
意
の
拘
束
力
を
前
提
に
後
の
課
税
処
分
が

な
さ
れ
る
し
、
争
訟
リ
ス
ク
は
基
本
的
に
は
な
く
な
る）

162
（

。
そ
し
て
、
過
去
の
事
実
関
係
に
つ
き
、
真
偽
不
明
な
も
の
が
あ
る
場
合
に
は
、

課
税
庁
と
納
税
義
務
者
と
間
で
合
意
を
行
い
、
一
定
の
事
実
関
係
を
措
定
す
る
の
で
、
基
本
的
に
は
合
意
の
対
象
は
事
実
関
係
に
限
定
さ

れ
る
が
、
実
際
に
は
法
的
問
題
に
も
及
ん
で
い
る
お
り
、
こ
れ
は
歓
迎
す
べ
き
こ
と
と
さ
れ
る）

163
（

。
加
え
て
、
将
来
に
係
る
事
実
関
係
に
つ

い
て
も
合
意
は
あ
り
う
る）

164
（

。

（
158
） 　Sontheim
er, Jürgen, D

er verw
altungsrechtliche Vertrag im

 Steuerrecht, K
öln 1987, S.135f.

（
159
） 　Seer, in:Tipke / K

ruse (H
rsg.) , A

O
 (Fn.155) , Vor 

§ 118 Tz.21.

（
160
） 　W

issenschaftlicher A
rbeitskreis, R

eform
 der A

ußenprüfung (Fn.138) , S.11

（
161
） 　H

alw
eg, in:K

oenig (H
rsg.) , A

O
 (Fn.21) , 

§ 88 R
n.49.

（
162
） 　H

alw
eg, in:K

oenig (H
rsg.) , A

O
 (Fn.21) , 

§ 88 R
n.53.
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（
2
）　

法
的
性
質

　

次
に
、（
合
意
の
拘
束
力
の
根
拠
も
視
野
に
入
れ
た
）
法
的
性
質
に
つ
い
て
見
る
。
ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
、拘
束
力
の
根
拠
に
つ
い
て
は
、

信
義
則
、
合
意
自
体
に
求
め
る
も
の
等
が
あ
る
。
実
際
に
は
、
事
実
に
関
す
る
合
意
は
判
例
上
発
展
し
て
き
た
と
い
う
事
情
も
あ
り
、
そ

れ
を
立
法
化
す
べ
き
か
否
か
が
議
論
さ
れ
る
。
こ
の
点
、
あ
る
見
方
に
よ
る
と
、
ド
イ
ツ
行
政
手
続
法
五
五
条
（
和
解
契
約

（Vergleichsvertrag
））
を
参
照
す
べ
き
で
、
そ
の
必
要
は
な
い）

165
（

。
和
解
契
約
の
締
結
に
係
る
判
断
、
そ
の
内
容
は
官
庁
の
羈
束
裁
量
で
あ

る）
166
（

（
合
目
的
的
判
断）

167
（

）。
そ
し
て
、
行
政
実
務
上
は
文
書
に
よ
る
締
結
が
望
ま
し
い
と
さ
れ）

168
（

、
平
等
原
則
は
官
庁
に
対
し
て
恣
意
的
判
断

を
禁
ず
る
（
従
来
の
適
法
な
行
政
執
行
か
ら
の
恣
意
的
乖
離
は
許
さ
れ
な
い）

169
（

）
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、同
五
五
条
に
よ
る
と
、公
法
契
約
（
同

五
四
条
以
下
に
規
定
）
は
、
法
的
問
題
に
つ
い
て
も
締
結
可
能
と
さ
れ
る
が
、
租
税
法
上
は
租
税
法
律
主
義
の
要
請
も
あ
る
の
で
、
契
約

内
容
が
適
正
な
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
如
何
な
る
場
合
に
締
結
可
能
と
す
べ
き
か
が
問
題
と
な
る
。
事
実
問
題
に
関
す
る
合
意
は
措

（
163
） 　Seer, Verständigung (Fn.155) , S.209f. 

所
論
に
よ
る
と
、
法
的
平
和
（R

echtsfrieden

）
に
資
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
事
実
問
題
と
法
的
問
題
を
明
確
に
識

別
す
る
べ
き
で
は
な
く
、
両
者
を
分
け
る
こ
と
は
却
っ
て
不
安
定
性
を
も
た
ら
し
、
平
和
機
能
に
反
す
る
と
い
う
。
加
え
て
、
本
文
中
で
も
触
れ
る
和
解
契

約
（Vergleichsvertrag

。
ド
イ
ツ
行
政
手
続
法
五
五
条
）
の
機
能
に
も
触
れ
、
そ
れ
と
事
実
に
関
す
る
合
意
の
近
似
性
を
指
摘
す
る
。

（
164
） 　H

alw
eg, in:K

oenig (H
rsg.) , A

O
 (Fn.21) , 

§88 R
n.47;Seer, in:Tipke / K

ruse (H
rsg.) , A

O
 (Fn.155) , Vor 

§ 118 Tz.12, 14.

（
165
） 　

事
実
に
関
す
る
合
意
と
和
解
契
約
と
の
類
似
性
の
指
摘
は
あ
る
。B

onk, H
einz Joachim

 / W
erner N

eum
ann / Thorsten Siegel, in:Stelkens / B

onk/

Sachs (H
rsg.) , V

w
V

fG
 (Fn.8) , 

§ 54 R
n.123.

（
166
） 　B

onk / N
eum

ann / Siegel, in:Stelkens / B
onk / Sachs (H

rsg.) , V
w

V
fG

 (Fn.8) , 
§ 55 R

n.32.

（
167
） 　B

onk / N
eum

ann / Siegel, in:Stelkens / B
onk / Sachs (H

rsg.) , V
w

V
fG

 (Fn.8) , 
§ 55 R

n.33.

（
168
） 　H

alw
eg, in:K

oenig (H
rsg.) , A

O
 (Fn.21) , 

§ 88 R
n.52.

（
169
） 　B

onk / N
eum

ann / Siegel, in:Stelkens / B
onk / Sachs (H

rsg.) , V
w

V
fG

 (Fn.8) , 

§ 5 R
n.34.
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く
と
し
て
、
締
結
可
能
な
法
律
問
題
に
つ
い
て
は
、
ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
、（
当
事
者
双
方
に
と
っ
て
の
））

170
（

法
的
問
題
に
関
す
る）

171
（

（
客
観

的
））

172
（

不
明
確
性
（U

ngew
issheit

））
173
（

が
挙
げ
ら
れ
、
不
明
確
性
と
し
て
は
、
法
律
上
、
判
例
上
の
そ
れ
も
あ
る
し
、
法
的
問
題
の
解
明
に

必
要
な
コ
ス
ト
、
時
間
的
費
用
を
含
め
た
行
政
費
用
が
、
当
事
者
が
期
待
す
る
、
法
的
状
態
の
合
意
に
基
づ
く
評
価
の
程
度
に
よ
る
と
、

そ
の
客
観
的
意
義
と
釣
り
合
わ
な
い
と
き
も
含
ま
れ
る
と
さ
れ
る）

174
（

。

　

因
み
に
、Seer
教
授
に
よ
る
と
、
同
意
、
公
法
契
約
と
課
税
処
分
と
の
違
い
が
指
摘
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、「
行
政
上
の
決
定

（Verw
altungsentscheidungen

＝
（
行
政
行
為
と
し
て
の
性
質
を
持
つ
）
課
税
処
分
・
筆
者
注
））
の
存
続
力
（B

estandskraft

）
と
い
う

制
度
が
持
つ
財
産
権
安
定
化
機
能
は
納
税
義
務
者
に
と
っ
て
当
該
決
定
の
内
容
以
上
に
課
税
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
と
い
う
確
実
性
を
納
税

義
務
者
に
与
え
る
。・
・
・
し
か
し
、
そ
れ
以
上
に
、
そ
れ
は
動
態
的
な
、
将
来
行
わ
れ
る
経
済
活
動
の
た
め
の
活
動
の
自
由
に
対
し
て

確
た
る
基
盤
を
与
え
る
た
め
に
は
、
そ
う
し
た
現
存
指
向
の
処
分
権
保
護
は
不
十
分
で
あ
る
」）

175
（

と
い
う
。
他
の
行
政
法
学
説
に
よ
っ
て
も
、

行
政
行
為
に
係
る
行
政
の
実
効
性
と
並
び
、
そ
れ
が
「
市
民
の
権
利
・
義
務
を
明
確
に
規
定
し
、
限
界
づ
け
、
安
定
的
な
、
仮
に
行
政
行

為
が
違
法
で
あ
っ
て
も
、
市
民
の
さ
ら
な
る
行
動
の
確
た
る
基
盤
で
あ
る
」
と
い
う
私
人
の
側
に
と
っ
て
の
メ
リ
ッ
ト
に
言
及
さ
れ
る）

176
（

。

す
な
わ
ち
、
こ
こ
で
言
わ
れ
て
い
る
の
は
、
課
税
処
分
前
の
自
身
の
経
済
活
動
の
成
果
に
係
る
課
税
上
の
扱
い
が
明
確
化
さ
れ
る
こ
と
に

（
170
） 　B

onk / N
eum

ann / Siegel, in:Stelkens / B
onk / Sachs (H

rsg.) , V
w

V
fG

 (Fn.8) , 

§  R
n.21.

（
171
） 　B

onk / N
eum

ann / Siegel, in:Stelkens / B
onk / Sachs (H

rsg.) , V
w

V
fG

 (Fn.8) , 

§ 5 R
n.21, 25f.

（
172
） 　B

onk / N
eum

ann / Siegel, in:Stelkens / B
onk / Sachs (H

rsg.) , V
w

V
fG

 (Fn.8) , 

§ 5 R
n.23.

（
173
） 　B

onk / N
eum

ann / Siegel, in:Stelkens / B
onk / Sachs (H

rsg.) , V
w

V
fG

 (Fn.8) , 
§ 55 R

n.21ff.

（
174
） 　B

onk / N
eum

ann / Siegel, in:Stelkens / B
onk / Sachs (H

rsg.) , V
w

V
fG

 (Fn.8) , 
§ 55 R

n.26.

（
175
） 　Seer, Verständigung (Fn.155) , S.310f.

（
176
） 　M

aurer / W
aldhoff, A

llgem
eines Verw

altungsrecht (Fn.2) , 

§ 9 R
n.41.
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係
る
独
自
の
重
要
性
で
あ
る
。

（
3
）　

問
題

　

で
は
、
事
実
に
関
す
る
合
意
に
係
る
問
題
点
と
さ
れ
る
事
項
に
つ
い
て
見
る
。
一
に
、
法
的
問
題
を
合
意
対
象
と
す
る
こ
と
の
問
題
が

あ
る
。
こ
れ
は
、
法
律
違
反
と
す
る
見
解
も
あ
り）

177
（

、
一
見
首
肯
し
う
る
。
し
か
し
、
別
の
見
方
も
あ
り
、
合
法
性
の
原
則
と
法
的
安
定
性

の
原
則
は
い
ず
れ
も
法
治
国
家
原
則
よ
り
導
出
さ
れ
、
両
者
間
の
調
整
を
行
う
こ
と
可
能
と
さ
れ）

178
（

、
法
律
へ
の
拘
束
は
、
法
適
用
の
現
実

に
お
い
て
、
行
政
官
庁
が
解
釈
の
や
り
方
を
守
り
、
そ
の
法
律
適
用
の
帰
結
が
支
持
可
能
な
も
の
（vertretbar

）
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
を
意
味
し
、
行
政
は
、
自
身
が
確
信
か
ら
支
持
し
う
る
あ
る
法
的
立
場
に
つ
き
、
法
的
安
定
性
お
よ
び
手
続
経
済
を
根
拠
と
し
て
採

り
う
る
と
い
う）

179
（

。
以
上
の
議
論
か
ら
は
、
こ
こ
で
も
法
原
則
の
調
整
と
い
う
作
業
が
こ
こ
で
の
問
題
を
正
当
化
す
る
根
拠
と
さ
れ
て
お
り
、

さ
ら
に
、
行
政
庁
に
よ
る
適
切
な
解
釈
の
帰
結
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
を
合
意
内
容
と
す
る
こ
と
は
適
法
な
法
執
行
の
枠
内
に
あ
る
と
い

う
立
場
を
読
み
取
る
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
法
律
の
解
釈
を
課
税
庁
が
一
方
的
に
行
っ
て
も
、
合
意
の
上
で
行
っ
て
も
、
そ

れ
が
正
し
い
か
否
か
と
は
別
問
題
で
あ
り）

180
（

、
第
一
に
判
断
を
行
う
課
税
庁
の
作
用
視
点
か
ら
、
唯
一
の
決
定
の
み
が
、
常
に
法
律
上
正
し

い
も
の
と
想
定
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
の
で
あ
っ
て
、
裁
判
所
の
判
断
も
正
し
い
保
障
は
な
く
、
単
に
最
終
的
な
判
断
と
し
て
拘
束
力
を
有

す
る
こ
と
を
意
味
す
る
の
み
で
、
行
政
自
身
も
自
己
責
任
で
法
を
具
体
化
す
る
権
限
を
与
え
ら
れ
た
機
関
で
あ
る
と
い
う
言
わ
れ
方
も
す

（
177
） 　

例
え
ば
、Sontheim

er, D
er verw

altungsrechtliche Vertrag (Fn.158) , S.114f. 
な
お
、Halw

eg, in:K
oenig (H

rsg.) , A
O

 (Fn.21) , 

§ 88 R
n.52

に
よ
る
と
、

事
実
に
関
す
る
合
意
の
文
脈
に
お
い
て
、
職
権
主
義
と
合
法
性
の
原
則
は
、
常
に
あ
ら
ゆ
る
行
政
活
動
の
指
導
準
則
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
す
る
。

（
178
） 　Seer, Verständigung (Fn.155) , S.211f.

（
179
） 　Seer, Verständigung (Fn.155) , S.212.

（
180
） 　Seer, Verständigung (Fn.155) , S.213.
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る）
181
（

。
こ
う
し
た
ド
イ
ツ
の
議
論
を
踏
ま
え
れ
ば
、
租
税
法
律
主
義
で
特
に
問
題
と
さ
れ
る
べ
き
は
、
執
行
作
用
の
形
式
で
は
な
く
、
内
容

の
適
法
性
で
あ
る
。

　

二
に
、
そ
う
で
あ
る
と
し
て
も
、
合
意
の
内
容
に
係
る
適
法
性
を
担
保
す
る
手
段
は
考
案
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
ド
イ
ツ
の
議
論
を

見
る
限
り
で
は
、
事
実
に
関
す
る
合
意
は
（
お
そ
ら
く
有
用
性
が
あ
る
の
で
）
実
務
に
は
相
当
浸
透
し
て
い
る
と
言
え
る
か
ら
、
学
説
も

そ
れ
が
税
務
行
政
の
要
請
に
適
合
す
る
と
評
価
し
、
問
題
点
を
指
摘
す
る
と
い
う
よ
り
は
、
性
質
決
定
を
明
確
化
し
、
一
層
の
利
用
を
推

奨
す
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
統
制
の
問
題
は
重
要
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、（
特
に
法
的
問
題
に
つ
い
て
の
合

意
も
可
能
と
な
る
た
め
）
租
税
法
律
主
義
に
違
反
す
る
実
態
は
如
何
に
し
て
回
避
さ
れ
る
か
が
問
題
と
な
る
。
こ
の
点
、
課
税
庁
は
合
意

の
義
務
は
な
い
で
あ
ろ
う
し
、
納
税
義
務
者
に
よ
り
提
示
さ
れ
る
違
法
な
内
容
の
合
意
締
結
に
応
じ
る
こ
と
は
な
か
ろ
う
。
そ
も
そ
も
、

明
白
に
不
相
当
な
帰
結
に
行
き
着
く
合
意
は
無
効
で
あ
る
と
さ
れ
る）

182
（

。
し
か
も
、
合
意
が
不
調
に
終
わ
れ
ば
、（
事
後
的
な
争
訟
リ
ス
ク

は
避
け
ら
れ
な
い
が
、
推
計
課
税
等
を
通
じ
て
）
課
税
が
可
能
と
な
る
。
と
は
い
え
、
後
日
の
争
訟
リ
ス
ク
を
勘
案
し
て
課
税
庁
側
に
も

合
意
締
結
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
は
相
応
に
生
じ
る
と
見
る
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。

　

こ
の
点
、
違
法
な
合
意
を
回
避
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
自
己
統
制
と
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
換
言
す
れ
ば
、
合
意
が
な
さ
れ
る
と
、
納

税
義
務
者
に
よ
っ
て
、そ
れ
が
争
わ
れ
る
こ
と
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
但
し
、ド
イ
ツ
民
法
を
根
拠
と
す
る
取
消
等
の
余
地
は
あ
る（
ド

イ
ツ
民
法
一
一
九
、一
二
〇
、一
二
一
、一
二
三
、一
二
四
条
））

183
（

の
で
、
例
え
ば
、
課
税
庁
に
よ
る
事
後
的
な
取
消
等
は
可
能
と
な
ろ
う
。
加

え
て
、
前
叙
の
ご
と
く
、
和
解
契
約
に
つ
き
、
実
務
上
文
書
化
が
要
請
さ
れ
、
そ
の
文
脈
に
お
い
て
平
等
課
税
の
原
則
が
参
照
さ
れ
る
こ

（
181
） 　Seer, Verständigung (Fn.155) , S.213.

（
182
） 　H

alw
eg, in:K

oenig (H
rsg.) , A

O
 (Fn.21) , 

§ 8 R
n.53.

（
183
） 　Seer, in:Tipke / K

ruse (H
rsg.) , A

O
 (Fn.155) , Vor 

§ 118 R
z.32f.



13 － 税務行政の効率性に係る諸相（二・完）（手塚）

と
か
ら
す
れ
ば
、
文
書
化
を
通
じ
た
事
例
の
集
積
を
以
て
、
適
切
な
合
意
内
容
の
傾
向
を
析
出
し
、
そ
れ
に
倣
っ
た
合
意
を
し
て
い
く
こ

と
が
平
等
原
則
と
の
整
合
性
を
確
保
す
る
途
で
あ
ろ
う
。

　

さ
ら
に
、
合
意
は
如
何
な
る
場
合
に
も
締
結
で
き
る
わ
け
で
は
な
く
、
例
え
ば
、
訴
訟
リ
ス
ク
（
と
そ
れ
に
伴
う
費
用
）
が
あ
る
の
み

で
は
、
合
意
の
締
結
は
正
当
化
さ
れ
な
い
、（
事
実
解
明
に
係
る
）
納
税
義
務
者
の
協
力
は
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
し
、
そ
の
複
雑
性
を

以
て
事
実
関
係
の
解
明
作
業
が
な
さ
れ
な
く
て
よ
い
わ
け
で
は
な
い
と
い
う）

184
（

。（
こ
れ
に
限
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
が
）
こ
う
し
た
合
意

要
件
の
定
立
は
、
合
意
へ
の
ハ
ー
ド
ル
を
形
成
し
、
違
法
な
合
意
が
安
易
に
締
結
さ
れ
る
こ
と
が
回
避
さ
れ
得
よ
う
。

　

（三）　

電
磁
的
記
録
に
係
る
税
務
調
査

１　

意
義
と
制
度
化
の
背
景

　

こ
こ
で
は
、
税
務
調
査）

185
（

に
つ
い
て
見
る
。
特
に
、
電
磁
的
記
録
（
デ
ー
タ
）
に
係
る
税
務
調
査
が
そ
れ
で
あ
り
、
こ
れ
に
は
ド
イ
ツ
租

税
通
則
法
一
四
七
条
六
項
と
い
う
一
定
の
法
的
根
拠
が
あ
る
。
但
し
、こ
の
規
定
は
、特
に
税
務
調
査
の
範
囲
を
拡
張
し
た
も
の
で
は
な
く
、

方
法
の
拡
張
を
行
っ
た
も
の
で
あ
る
と
さ
れ）

186
（

、
税
務
調
査
と
し
て
は
、
必
要
な
も
の
の
み
利
用
が
可
で
あ
る
と
も
さ
れ
る）

187
（

。
し
た
が
っ
て
、

（
184
） 　

以
上
、H

alw
eg, in:K

oenig (H
rsg.) , A

O
 (Fn.21) , 

§ 88 R
n.52.

（
185
） 　

な
お
、
税
務
調
査
の
文
脈
で
議
論
さ
れ
る
納
税
義
務
者
の
協
力
義
務
に
つ
い
て
は
、Jochum

, A
lexander, D

ie M
itw

irkungspflichten des 

Steuerpflichtigen in der A
ußenprüfung:G

rundlagen, D
atenzugriff, international Sachverhalte, Sanktionen, B

erlin 2011, S.69ff.

が
あ
る
。
所
論
は
、
事

実
関
係
の
解
明
に
よ
る
公
平
課
税
の
実
現
に
納
税
義
務
者
の
協
力
の
必
要
性
を
位
置
付
け
る
。

（
186
） 　H

aselm
ann, in:K

oenig (H
rsg.) , A

O
 (Fn.21) , 

§ 200 R
n.28;R

ätke, in:K
lein (H

rsg.) , A
O

 (Fn.24) , 

§ 147 R
n.65.

（
187
） 　B

T-D
rucks. 14 / 2683, S.130.
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こ
の
規
定
は
、
税
務
調
査
の
実
務
の
明
文
化
で
あ
る）

188
（

。

　

電
磁
的
記
録
に
つ
き
税
務
調
査
を
実
施
す
る
こ
と
の
目
的
と
し
て
は
、
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
の
帳
簿
の
調
査
を
確
保
し
、
合
理
的
な
調
査
方

法
の
投
入
の
前
提
を
作
り
、
そ
れ
を
以
て
調
査
期
間
を
短
縮
す
る
こ
と
に
あ
る）

189
（

。
こ
こ
で
、
こ
う
し
た
税
務
調
査
の
制
度
化
は
、
本
稿
で

の
検
討
課
題
で
あ
る
効
率
性
と
関
係
が
あ
る
と
言
え
よ
う
。
そ
の
こ
と
は
、
課
税
庁
に
と
っ
て
も
、
納
税
義
務
者
に
と
っ
て
も
当
て
は
ま

る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　

そ
し
て
、
こ
の
制
度
は
、
憲
法
違
反
で
は
な
く
、
課
税
の
平
等
（
実
効
的
な
統
制
が
必
要
）
か
ら
正
当
化
さ
れ
る
も
の
で
あ
り）

190
（

、
現
代

的
な
帳
簿
作
成
シ
ス
テ
ム
の
発
展
に
対
応
し
た
も
の
で
あ
る）

191
（

。
大
企
業
、
グ
ル
ー
プ
企
業
の
も
と
で
の
税
務
調
査
は
大
量
の
デ
ー
タ
を
扱

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い）

192
（

。
い
わ
ば
、
実
務
上
の
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
の
斟
酌
が
な
さ
れ
た
の
で
あ
る）

193
（

。
さ
ら
に
は
、
税
務
調
査
の
実
施
に
は

裁
量
が
あ
る
こ
と
も
こ
う
し
た
制
度
化
の
根
拠
で
あ
る）

194
（

。

（
188
） 　D

rüen, K
laus-D

ieter, Verfassungsfragen der digitalin A
ußenprüfung, StuW

 2003, 205ff.

に
、
電
磁
的
記
録
に
係
る
税
務
調
査
に
関
す
る
立
法
の
経
緯

が
あ
る
。
な
お
、該
当
箇
所
の
一
部
で
は
、ド
イ
ツ
租
税
通
則
法
二
〇
〇
条
一
項
一
文
に
規
定
す
る
納
税
義
務
者
に
係
る
協
力
義
務
か
ら
、納
税
義
務
者
の
デ
ー

タ
処
理
機
器
を
税
務
調
査
の
迅
速
化
た
め
に
供
す
る
こ
と
を
義
務
付
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
言
う
。
納
税
義
務
者
は
か
か
る
役
割
を
負
う
も
の
で
は
な
い

こ
と
が
理
由
と
さ
れ
る
（205f.

）。
そ
こ
で
、
本
文
中
に
述
べ
る
立
法
が
必
要
と
さ
れ
る
こ
と
は
推
論
可
能
で
あ
る
。

（
189
） 　B

T-D
rucks. 14 / 2683, S.129;D

rüen, in:Tipke / K
ruse (H

rsg.) , A
O

 (Fn.155) , 

§ 147 Tz.69;Schüßler, B
jörn, D

er D
atenzugriff der Finanzverw

altung 

im
 R

ahm
en der (digitalin) A

ußenprüfung, Frankfurt a.M
. 2010, S.15. 

さ
ら
に
は
、D

rüen (Fn.188) , StuW
 2003, 207.

（
190
） 　H

aselm
ann, in:K

oenig (H
rsg.) , A

O
 (Fn.21) , 

§ 147 R
n.29; Schüßler, D

er D
atenzugriff (Fn.189) , S.160f.

（
191
） 　H

aselm
ann, in:K

oenig (H
rsg.) , A

O
 (Fn.21) , 

§ 147 R
n.29; Schüßler, D

er D
atenzugriff (Fn.189) , S.161.

（
192
） 　D

rüen (Fn.188) , StuW
 2003, 209.

（
193
） 　B

T-D
rucks. 14 / 2683, S.129.

（
194
） 　Schüßler, D

er D
atenzugriff (Fn.189) , S.166ff.
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但
し
、
学
説
の
中
に
は
、
こ
の
制
度
に
憲
法
上
の
疑
義
を
呈
す
る
見
解
も
あ
る
。
学
説
の
整
理
に
依
る
と
、
企
業
の
心
臓
部
分
に
ま
で

調
査
が
行
い
う
る
こ
と
か
ら
、
税
務
調
査
が
絶
対
的
必
要
最
小
限
（absolut erforderliche M

inim
um

）
に
限
定
さ
れ
る
と
は
限
ら
ず
、

高
い
コ
ス
ト
も
要
し
、
ド
イ
ツ
憲
法
二
条
一
項
、
一
二
条
一
項
、
一
四
条
に
違
反
す
る
旨
言
わ
れ
る
こ
と
が
あ
る）

195
（

。
特
に
、
後
述
す
る
デ
ー

タ
伝
達
は
課
税
庁
に
デ
ー
タ
の
支
配
が
移
る
こ
と
に
着
目
さ
れ
る）

196
（

。
し
か
し
、
前
叙
の
と
お
り
、
無
制
限
に
税
務
調
査
が
行
わ
れ
ず
、
納

税
義
務
者
の
権
利
保
護
措
置
が
一
切
な
い
わ
け
で
は
な
く
、
平
等
課
税
の
た
め
に
は
納
税
義
務
者
の
情
報
獲
得
が
そ
の
前
提
と
な
る
と
い

う
事
情
を
も
直
視
し
て）

197
（

、
総
合
す
る
と
、
こ
の
制
度
に
対
す
る
評
価
と
し
て
は
ド
イ
ツ
に
お
い
て
も
合
憲
と
解
さ
れ
て
い
る
も
の
と
思
わ

れ
る
。
な
お
、
学
説
の
整
理
に
依
る
と
、
ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
、
憲
法
上
の
根
拠
を
持
つ
と
さ
れ
る
デ
ー
タ
保
護
の
対
象
と
し
て
税
務
情

報
も
含
ま
れ
る
と
解
さ
れ
て
お
り）

198
（

、
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
憲
法
が
電
磁
的
記
録
に
係
る
税
務
調
査
の
歯
止
め
に
な
り
う
る
し
、
憲
法
が

保
障
す
る
権
利
が
法
律
お
よ
び
行
政
作
用
に
よ
り
制
限
さ
れ
る
こ
と
の
正
当
性
に
つ
き
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
比
例
原
則
の
観
点
か
ら
問

わ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

　

納
税
義
務
者
は
電
磁
的
形
態
で
の
帳
簿
作
成
、
課
税
庁
も
利
用
可
能
な
現
代
型
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
ー
を
利
用
し
て
の
帳
簿
作
成

は
義
務
付
け
ら
れ
て
い
な
い
。
も
し
、
そ
れ
が
電
磁
的
形
態
で
あ
る
場
合
に
は
、
ド
イ
ツ
租
税
通
則
法
一
四
六
条
に
お
い
て
記
録
義
務
が

あ
り
、
同
一
四
七
条
一
項
に
基
づ
き
保
管
義
務
が
あ
る
す
べ
て
の
記
録
が
調
査
対
象
と
な
る）

199
（

。
任
意
に
保
管
さ
れ
て
い
る
も
の
は
調
査
対

象
外
で
あ
る
が）

200
（

、
し
か
し
、
ド
イ
ツ
租
税
通
則
法
二
〇
〇
条
一
項
二
文
に
よ
り
紙
面
形
態
で
調
査
が
可
能
で
あ
り）

201
（

、
電
磁
的
記
録
に
係
る

税
務
調
査
の
規
定
が
電
磁
的
形
態
で
の
記
録
を
義
務
付
け
る
わ
け
で
は
な
い）

202
（

。

（
195
） 　D

rüen (Fn.188) , StuW
 2003, 208.

（
196
） 　D

rüen (Fn.188) , StuW
 2003, 209.

（
197
） 　D

rüen (Fn.188) , StuW
 2003, 213f.
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２　

税
務
調
査
の
類
型

　

こ
こ
で
、
電
磁
的
記
録
に
係
る
税
務
調
査
の
類
型）

203
（

に
触
れ
る
。
一
に
、
直
接
デ
ー
タ
調
査
（unm

ittelbarer D
atenzugriff

）
で
あ
り
、

ド
イ
ツ
租
税
通
則
法
一
四
七
条
六
項
一
文
（Z-1 Zugriff

）
204
（

）
に
根
拠
が
あ
る
。
こ
れ
は
一
定
の
要
件
の
も
と
、
課
税
庁
の
権
限
と
し
て
、

納
税
義
務
者
の
セ
ー
ブ
さ
れ
た
デ
ー
タ
を
閲
覧
し
、
当
該
デ
ー
タ
を
調
査
す
る
た
め
、
そ
の
納
税
義
務
者
の
デ
ー
タ
処
理
シ
ス
テ
ム
を
利

用
す
る
こ
と
が
あ
る
も
の
で
あ
る
。
二
に
、
間
接
デ
ー
タ
調
査
（m

ittelbarer D
atenzugriff

）
で
あ
り
、
同
法
一
四
七
条
六
項
二
文
第
一

（
198
） 　D

rüen (Fn.188) , StuW
 2003, 210ff. 

な
お
、B

VerfG
 v. 15. 12. 1983, 

―1 B
vR

 209, 269, 362, 420, 440, 484 / 83

―, B
VerfG

E 65 1

（41ff

）
に
お
い

て
は
、
デ
ー
タ
保
護
は
、
個
人
デ
ー
タ
の
無
制
限
な
収
集
、
蓄
積
、
利
用
お
よ
び
再
提
供
に
対
す
る
保
護
を
指
し
（
ド
イ
ツ
憲
法
二
条
一
項
、
一
条
一
項
に

規
定
す
る
人
格
の
自
由
な
発
展
に
係
る
基
本
権
を
根
拠
と
す
る
自
己
情
報
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
権
）、B

VerfG
 v. 17. 7. 1984, 

―2 B
vE 11, 15 / 83

―, B
VerfG

E 

67 100

（142f.

）
は
、
ド
イ
ツ
憲
法
二
条
一
項
、
一
条
一
項
、
一
四
条
、
一
九
条
三
項
に
よ
る
保
障
の
範
囲
に
、
納
税
義
務
者
が
租
税
法
に
基
づ
い
て
作
成
し

た
記
録
も
、
そ
れ
が
、
個
人
的
関
係
、
個
人
的
生
活
遂
行
（
例
え
ば
、
健
康
上
の
疾
患
、
宗
教
的
結
び
つ
き
、
婚
姻
・
家
族
関
係
ま
た
は
政
治
的
結
び
つ
き

ま
で
）、
職
業
、
事
業
、
企
業
ま
た
は
そ
の
他
の
経
済
的
関
係
を
広
範
囲
に
見
る
こ
と
を
可
能
と
す
る
た
め
、
含
ま
れ
る
と
す
る
。
こ
こ
で
個
人
的
内
容
を
持

た
な
い
デ
ー
タ
（
例
、
所
得
、
財
産
の
よ
う
な
市
場
に
対
し
て
開
か
れ
た
事
象
（m

arktoffene Vorgänge

））
は
保
障
対
象
と
な
る
か
と
い
う
問
題
が
生
じ
る

が
（D

rüen, 211

）、
課
税
を
す
る
た
め
に
必
要
な
情
報
に
つ
い
て
、
そ
れ
が
、
現
代
国
家
は
監
視
国
家
、
ス
パ
イ
国
家
で
は
な
く
、
法
律
に
基
づ
き
納
税
義

務
者
に
義
務
を
課
し
て
獲
得
す
る
も
の
で
あ
り
（D

rüen, 211f.
）、
そ
う
し
た
義
務
付
け
は
正
当
化
を
要
す
る
侵
害
と
し
て
考
え
る
べ
き
と
さ
れ
る
（B

VerfG
 

v 17. 2. 1998, 

―1 B
vF 1 / 91

―, B
VerfG

E 97, 288

（265f.

））。

（
199
） 　Schüßler, D

er D
atenzugriff (Fn.189) , S.45ff.

（
200
） 　Schüßler, D

er D
atenzugriff (Fn.189) , S.52.

（
201
） 　R

ätke, in:K
lein (H

rsg.) , A
O

 (Fn.24) , 

§ 147 R
.66.

（
202
） 　D

rüen, in:Tipke / K
ruse (H

rsg.) , A
O

 (Fn.155) , 

§ 147 Tz.70a.

（
203
） 　Schüßler, D

er D
atenzugriff (Fn.189) , S.17ff.

（
204
） 　R

ätke, in:K
lein (H

rsg.) , A
O

 (Fn.24) , 

§ 147 R
n.70.
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選
択
肢
（Z-2 Zugriff

）
205
（

）
に
根
拠
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
課
税
庁
の
権
限
と
し
て
、
納
税
義
務
者
に
対
し
て
、
課
税
庁
の
基
準
に
従
い
、
現

場
で
デ
ー
タ
処
理
シ
ス
テ
ム
の
中
で
デ
ー
タ
を
利
用
す
る
こ
と
が
あ
る
も
の
で
あ
る
。
三
に
、
デ
ー
タ
伝
達
（D

atenträgerüberlassung

）

で
あ
り
、
同
法
一
四
七
条
六
項
一
文
第
二
選
択
肢
（Z-3 Zugriff

）
206
（

）
に
根
拠
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
課
税
庁
の
権
限
と
し
て
、
第
一
選
択
肢

の
そ
れ
を
超
え
て
、
納
税
義
務
者
が
課
税
庁
に
対
し
て
セ
ー
ブ
さ
れ
た
書
類
等
（U

nterlagen und A
ufzeichnungen

）
を
機
械
で
利
用
可

能
な
デ
ー
タ
保
存
媒
体
で
提
供
す
る
こ
と
を
求
め
る
も
の
が
あ
る
も
の
で
あ
る
。
な
お
、Z-1

、Z-3

は
事
実
行
為
、Z-2

は
（
行
政
行
為

で
は
な
く
）
技
術
的
協
力
の
お
願
い
で
あ
る
と
い
う）

207
（

。

３　

税
務
調
査
実
施
の
実
相

　

税
務
調
査
の
実
施
の
判
断
、形
式
は
裁
量
に
よ
る）

208
（

。
す
な
わ
ち
、ド
イ
ツ
租
税
通
則
法
一
四
七
条
六
項
に
よ
る
調
査
を
行
う
か
否
か
（
決

定
裁
量
）、
ど
の
手
段
（
後
述
）
を
用
い
る
か
（
選
択
裁
量
）、
と
い
う
視
点
が
裁
量
に
よ
り
判
断
さ
れ
る）

209
（

。
行
政
に
裁
量
が
認
め
ら
れ
る

こ
と
は
、こ
の
文
脈
で
言
え
ば
、課
税
庁
が
三
種
類
の
デ
ー
タ
調
査
手
法
の
適
切
な
選
択
を
行
う
べ
き
こ
と
を
意
味
し
、そ
れ
は
、個
別
の
、

状
況
に
適
合
し
た
手
法
の
選
択
が
な
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る）

210
（

。
裁
量
と
は
枠
の
設
定
（R

ahm
ensetzung

）
と
言
わ
れ
る
が
（〝
予
め
決
め
ら

れ
た
目
的
の
枠
内
に
お
け
る
法
の
具
体
化
に
係
る
行
政
の
特
別
な
権
限
〞）、
単
に
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
行
政
に
対
し
て
課
さ
れ
る
役
割

（
205
） 　R

ätke, in:K
lein (H

rsg.) , A
O

 (Fn.24) , 

§ 147 R
n.70.

（
206
） 　R

ätke, in:K
lein (H

rsg.) , A
O

 (Fn.24) , 

§ 147 R
n.70.

（
207
） 　Schüßler, D

er D
atenzugriff (Fn.189) , S.27ff. 

異
説
、R

ätke, in:K
lein (H

rsg.) , A
O

 (Fn.24) , 

§ 147 R
n.92.

（
208
） 　H

aselm
ann, in:K

oenig (H
rsg.) , A

O
 (Fn.21) , 

§ 147 R
n.30;Jochum

, D
ie M

itw
irkungspflichten (Fn.185) , S.216.

（
209
） 　R

ätke, in:K
lein (H

rsg.) , A
O

 (Fn.24) , 

§ 147 R
n.90; D

rüen, in:Tipke / K
ruse (H

rsg.) , A
O

 (Fn.155) , 

§ 147 Tz.76;ders., in:Tipke / K
ruse (H

rsg.) , 

A
O

 (Fn.155) , 

§ 5 Tz.15.

（
210
） 　D

rüen, K
laus-D

ieter, Erm
essensfragen der digitalen A

ußenprüfung, StuW
 2003, 366.
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（H
andlungsauftrag

）
で
あ
る
と
さ
れ
る）

211
（

。
お
そ
ら
く
は
、
こ
れ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
、
租
税
立
法
者
が
敢
え
て
詳
細
か
つ
広
範
な
規

律
を
設
け
な
か
っ
た
こ
と
は
、
租
税
立
法
者
が
行
政
に
対
し
て
法
律
の
範
囲
で
行
政
自
身
の
判
断
で
個
別
事
案
に
お
け
る
適
切
な
手
段
選

択
を
委
ね
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る）

212
（

。
言
わ
ば
、
裁
量
の
枠
を
創
設
す
る
こ
と
、
そ
し
て
具
体
的
な
税
務
調
査
の
際
に
そ
れ
を
充
足
す
る

こ
と
は
、
立
法
と
行
政
と
の
間
の
役
割
分
割
で
あ
る）

213
（

。
加
え
て
、
裁
量
規
定
の
機
能
は
権
力
分
立
型
国
家
の
中
で
、
国
家
活
動
に
係
る
効

率
性
、
柔
軟
性
お
よ
び
比
例
性
を
保
障
す
る
こ
と
に
あ
る）

214
（

。
そ
う
し
た
裁
量
的
判
断
を
な
す
際
の
考
慮
要
素
と
し
て
は
、
次
の
も
の
が
挙

げ
ら
れ
る
。
具
体
的
に
は
、
調
査
の
範
囲
、
時
間
、
労
力
、
納
税
義
務
者
の
コ
ス
ト
、
規
模
、
使
用
者
数
の
よ
う
な
企
業
の
与
件
で
あ

る）
215
（

。
こ
こ
に
は
、
比
例
原
則
に
よ
る
統
制
が
効
い
て
く
る）

216
（

。
特
に
複
数
の
手
段
を
用
い
る
場
合
に
は
、
注
意
が
必
要
で
あ
っ
て
、
必
要
に

応
じ
て
複
数
の
手
段
の
投
入
は
可
能
で
あ
る
が）

217
（

、
比
例
原
則
に
従
い
で
き
る
だ
け
侵
害
の
程
度
が
少
な
い
も
の
を
選
択
す
べ
き
と
さ
れ

る）
218
（

。
（
211
） 　D

rüen (Fn.210) , StuW
 2003, 366f.

（
212
） 　D

rüen (Fn.210) , StuW
 2003, 367.

（
213
） 　D

rüen (Fn.210) , StuW
 2003, 367.

（
214
） 　D

rüen (Fn.210) , StuW
 2003, 367.

（
215
） 　H

aselm
ann, in:K

oenig (H
rsg.) , A

O
 (Fn.21) , 

§ 147 R
n.30.

（
216
） 　R

ätke, in:K
lein (H

rsg.) , A
O

 (Fn.24) , 

§ 147 R
n.90;D

rüen, in:Tipke / K
ruse (H

rsg.) , A
O

 (Fn.155) , 

§ 147 Tz.76a; Jochum
, M

itw
irkungspflichten 

(Fn.185) , S.39.

（
217
） 　Jochum

, M
itw

irkungspflichten (Fn.185) , S.217.

（
218
） 　Jochum

, M
itw

irkungspflichten (Fn.185) , S.218.

（
219
） 　D

rüen (Fn.210) , StuW
 2003, 373f.
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さ
ら
に
、
比
例
原
則
の
適
用
に
よ
る
帰
結
の
例
と
し
て
、
さ
ら
に
、
時
間
の
観
点
に
係
る
議
論
も
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
電
磁
的
記
録
に

係
る
税
務
調
査
が
賦
課
処
分
の
除
斥
期
間
が
徒
過
す
る
直
前
で
開
始
さ
れ
た
よ
う
な
場
合
に
は
、
シ
ス
テ
ム
変
更
後
に
、
電
磁
的
記
録
を

改
め
て
利
用
可
能
な
状
況
に
置
く
こ
と
を
企
業
に
求
め
る
こ
と
は
、
企
業
に
と
っ
て
経
営
に
支
障
が
生
じ
う
る
可
能
性
も
あ
り
、
忍
従
困

難
な
も
の
と
し
て
、
比
例
原
則
に
反
す
る
と
い
う
評
価
が
な
さ
れ
う
る）

219
（

。

　

ま
た
平
等
原
則
も
無
視
さ
れ
得
な
い
。
例
え
ば
、
調
査
対
象
は
調
査
の
必
要
性
に
基
づ
き
選
定
が
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
税
収
を
基

準
に
し
て
、
税
収
を
よ
り
多
く
確
保
で
き
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
案
件
を
調
査
対
象
と
す
る
と
、
平
等
原
則
の
観
点
で
は
問
題
と
さ
れ

る）
220
（

。

　

確
か
に
、
納
税
義
務
者
の
も
と
に
あ
る
デ
ー
タ
へ
の
課
税
庁
に
よ
る
ア
ク
セ
ス
は
、
で
き
る
だ
け
抑
制
的
で
あ
る
べ
き
こ
と
は
比
例
原

則
か
ら
も
読
み
取
れ
る
。
比
例
原
則
を
当
て
は
め
て
、
税
務
調
査
に
係
る
統
制
を
果
た
す
と
い
う
こ
と
は
必
ず
し
も
不
合
理
で
は
な
い
。

し
か
し
、
税
務
調
査
と
比
例
原
則
と
の
整
合
性
は
性
質
上
事
後
的
に
判
明
す
る
と
も
言
い
う
る
。
そ
こ
で
、
こ
こ
で
は
、（
前
叙
の
比
例

原
則
に
加
え
て
）
税
務
調
査
の
態
様
を
事
前
に
、
あ
る
い
は
並
行
し
て
拘
束
す
る
制
度
と
理
論
が
必
要
で
も
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な

わ
ち
、（
現
実
の
過
剰
調
査
に
対
す
る
実
効
的
歯
止
め
で
は
な
い
と
も
見
ら
れ
か
ね
な
い
）
憲
法
論）

221
（

の
み
で
は
な
い
、
実
効
的
統
制
が
必

要
で
あ
ろ
う
。
こ
の
点
、
電
磁
的
記
録
に
係
る
属
性
に
着
目
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
っ
て
、
す
な
わ
ち
、
過
剰
な
情
報
を
納
税
義
務
者
か

ら
取
得
す
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
電
磁
的
記
録
に
係
る
税
務
調
査
に
つ
い
て
は
、
特
有
の
問
題
が
想
定
さ
れ
う
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、

国
家
と
私
人
と
の
関
係
を
考
え
る
と
、
こ
こ
に
あ
る
程
度
の
歯
止
め
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
の
点
、
そ
う
し
た
問
題
点
に
対
応
す
る
制
度
は
存
在
す
る
。
例
え
ば
、
納
税
義
務
者
は
、
保
管
義
務
の
あ
る
記
録
と
そ
れ
以
外
と
の

（
220
） 　D

rüen (Fn.210) , StuW
 2003, 369.

（
221
） 　Schüßler, D

er D
atenzugriff (Fn.189) , S.151ff., S.153.
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識
別
が
難
し
い
場
合
に
は
、調
査
前
に
保
管
義
務
の
な
い
も
の
を
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
（
第
一
性
質
決
定
権
。Erstqualifikationsrecht

）

し）
222
（

、
一
定
の
事
前
手
続
、
調
査
報
告
の
作
成
と
い
っ
た
段
取
り
は
必
要
で
あ
る）

223
（

。
こ
れ
ら
は
、（
事
前
段
階
で
）
対
象
選
択
に
納
税
義
務

者
を
関
与
さ
せ
る
と
い
っ
た
事
前
手
続
等
を
構
成
す
る
も
の
で
あ
り
、
電
磁
的
記
録
に
係
る
税
務
調
査
の
属
性
に
応
じ
た
統
制
手
段
と
い

う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
こ
の
点
、
税
務
調
査
の
際
の
具
体
的
態
様
は
多
様
で
あ
り
、
そ
れ
を
一
律
に
具
体
的
に
事
前
規
制
す
る
こ
と
は
不

合
理
で
あ
っ
て
、
以
上
に
見
た
よ
う
な
規
制
が
合
理
性
を
持
つ
で
あ
ろ
う
。

　

さ
ら
に
は
、
行
政
規
則
を
制
定
す
る
こ
と
に
よ
り
、
納
税
義
務
者
に
対
す
る
電
磁
的
記
録
に
係
る
税
務
調
査
に
係
る
予
測
可
能
性
を
与

え
る
、
と
い
う
手
段
に
も
言
及
が
あ
る）

224
（

。

　

ま
た
、
調
査
手
法
と
し
て
、
概
要
リ
ス
ク
調
査
（sum

m
arische R

isikoprüfung

）
の
可
能
性
に
言
及
が
あ
る）

225
（

。
こ
れ
は
、
納
税
義
務
者

に
係
る
デ
ー
タ
分
析
を
行
う
も
の
で
あ
り
、具
体
的
に
は
、売
上
、価
格
に
つ
い
て
事
業
者
の
標
準
的
な
そ
れ
か
ら
乖
離
す
る
場
合
が
あ
り
、

そ
こ
で
何
ら
か
の
事
業
者
に
よ
る
税
負
担
回
避
行
動
の
徴
表
を
読
み
取
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

四　

結
語

（
222
） 　R

ätke, in:K
lein (H

rsg.) , A
O

 (Fn.24) , 

§ 147 R
n.67. 

し
か
し
、
所
論
に
よ
る
と
、
課
税
庁
に
よ
り
、
そ
の
合
理
性
は
事
後
的
に
調
査
さ
れ
る
。
ま
た
、

D
rüen (Fn.188) , StuW

 2003, 216

で
も
第
一
性
質
決
定
権
に
言
及
が
あ
る
。

（
223
） 　Elbert, D

irk, D
ie digitale A

ußenprüfung:G
rundlagen und verfasssungrechtliche Vorgaben, H

am
burg 2009, S,49ff.

（
224
） 　D

rüen (Fn.210) , StuW
 2003, 374f.

（
225
） 　D

anielm
eyer, G

regor, D
ie D

igitalisierung der B
etriebsprüfung, B

erlin 2022, S.75f.
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そ
れ
で
は
、
こ
こ
で
、
本
稿
を
通
じ
て
管
見
さ
れ
た
ド
イ
ツ
の
議
論
を
踏
ま
え
て
導
か
れ
る
い
く
つ
か
の
知
見
を
筆
者
な
り
に
示
す
こ

と
と
し
た
い
。

　

一
に
、行
政
行
為
の
自
動
化
の
も
た
ら
す
も
の
で
あ
る
が
、確
か
に
、迅
速
性
、効
率
性
の
メ
リ
ッ
ト
は
否
定
で
き
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

し
か
し
、
メ
リ
ッ
ト
の
獲
得
に
は
、
制
度
設
計
に
際
し
て
の
工
夫
が
必
要
と
な
ろ
う
。
例
え
ば
、
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
制
度
の
も
と
に

お
い
て
、
偶
然
審
査
の
可
能
性
も
相
応
に
確
保
し
つ
つ
基
準
設
定
の
精
度
を
高
め
る
こ
と
で
あ
る
が
、
仔
細
に
見
る
と
、
そ
も
そ
も
、
完

全
自
動
化
も
非
現
実
的
で
あ
っ
て
、
む
し
ろ
、
人
的
リ
ソ
ー
ス
を
投
入
す
る
べ
き
案
件
の
効
率
的
識
別
に
そ
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
と
見
る

べ
き
で
あ
ろ
う
。
換
言
す
れ
ば
、
完
全
な
自
動
化
は
法
原
則
と
の
整
合
性
が
求
め
ら
れ
る
租
税
手
続
の
性
質
上
不
可
能
で
は
な
い
か
と
考

え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
工
夫
の
一
端
と
し
て
求
め
ら
れ
る
こ
と
で
は
あ
る
が
、
制
度
設
計
に
際
し
て
も
、
法
原
則
と
の
整
合
性
が
重
要

で
あ
る
。
そ
の
際
の
法
原
則
と
し
て
参
照
す
べ
き
も
の
と
し
て
、
国
内
憲
法
、
Ｅ
Ｕ
法
等
が
あ
り
、
そ
れ
ら
と
の
整
合
性
の
確
保
、
具
体

化
作
業
が
実
施
さ
れ
る
に
際
し
て
、
租
税
立
法
者
の
判
断
が
効
い
て
く
る
と
言
え
よ
う
。

　

二
に
、
ド
イ
ツ
の
議
論
と
し
て
の
複
数
原
則
の
調
整
の
問
題
が
あ
る
が
、
制
度
の
具
体
像
を
導
く
（
正
当
化
す
る
）
際
の
そ
の
あ
り
方

が
問
題
と
な
る
。
こ
の
議
論
枠
組
み
が
、
わ
が
国
で
は
十
分
に
体
系
化
さ
れ
て
い
な
い
税
務
行
政
の
行
為
形
式
を
生
み
出
す
理
論
的
場
に

な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る）

226
（

。
例
え
ば
、
租
税
法
律
主
義
の
厳
格
性
の
み
を
強
調
す
る
の
で
あ
れ
ば
、（
一
見
す
る
と
）
法
律
違
反
を
生

み
出
す
可
能
性
が
あ
る
事
実
に
関
す
る
合
意
は
許
容
さ
れ
な
い
こ
と
と
な
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
、
ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
、
平
等
原
則
の
解
釈

等
も
併
せ
て
事
実
に
関
す
る
合
意
の
正
当
化
が
行
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
理
解
に
つ
い
て
、
わ
が
国
の
租
税
法
理
論
で
受
容

可
能
な
土
壌
が
あ
る
か
否
か
は
必
ず
し
も
明
確
で
は
な
い
が
、
実
際
の
税
務
上
は
そ
う
し
た
ネ
ゴ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
る
の
で
、
本
稿
で

（
226
） 　

こ
の
点
、
手
塚
貴
大
「
租
税
法
律
主
義
」
日
税
研
論
集
七
五
号
二
九
〇
頁
に
お
い
て
、
若
干
言
及
し
た
。
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見
た
よ
う
な
ド
イ
ツ
の
議
論
は
、
わ
が
国
で
も
必
要
な
理
論
的
作
業
・
整
理
と
し
て
考
え
る
べ
き
で
あ
る）

227
（

。

　

三
に
、
行
政
活
動
に
つ
い
て
は
、
形
式
よ
り
も
、
内
容
（
実
質
）
が
重
要
で
あ
る
、
と
い
う
思
考）

228
（

も
重
要
で
あ
る
。
何
故
な
ら
、
こ
れ

に
よ
っ
て
も
、
行
政
の
行
為
形
式
は
新
開
発
に
対
し
て
閉
じ
た
も
の
で
は
な
く
な
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、
実
務
上
の
要
請
に
柔
軟
に

理
論
は
対
応
す
べ
き
こ
と
も
付
言
で
き
よ
う
。
ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
、
わ
が
国
で
は
、
明
確
に
意
識
さ
れ
、
理
論
構
成
の
試
み
が
あ
る
と

は
言
え
な
い
税
務
行
政
の
行
為
形
式
が
存
在
す
る
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
事
実
に
関
す
る
合
意
が
そ
れ
で
あ
る
が
、
法
原
則
と
整
合
性
が

と
れ
、
効
率
化
に
資
す
る
行
為
形
式
は
開
発
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
に
は
、
事
前
照
会
の
回
答
を
行
政
行
為
と
す
る
こ
と
も
含
ま

れ
る
。

　

四
に
、
税
務
行
政
の
行
為
形
式
を
法
的
側
面
か
ら
考
案
す
る
際
に
着
目
す
べ
き
は
、
法
原
則
の
み
で
は
な
い
。
執
行
の
場
面
に
お
い
て

納
税
義
務
者
の
予
測
可
能
性
の
確
保
が
重
要
性
を
有
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
れ
の
み
に
着
目
す
る
だ
け
で
は
不
十
分
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
。
実
の
と
こ
ろ
、
税
務
行
政
の
コ
ス
ト
に
着
目
す
る
と
、（
特
に
、
合
意
に
つ
い
て
は
）
課
税
庁
の
み
な
ら
ず
、
納
税
義
務
者

に
も
拘
束
力
を
発
揮
す
る
必
要
が
あ
る
。
さ
も
な
く
ば
、
合
意
交
渉
の
意
味
・
コ
ス
ト
が
失
わ
れ
る
。
で
は
、
事
前
照
会
の
も
と
に
お
け

る
拘
束
情
報
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。
情
報
発
遣
の
コ
ス
ト
を
捉
え
る
と
、
料
金
徴
収
は
正
当
で
あ
る
。
納
税
義
務
者
が
拘
束
情
報
を
安
易

に
獲
得
で
き
る
と
な
る
と
、
拘
束
情
報
の
申
請
時
に
予
定
さ
れ
た
取
引
と
は
異
な
る
そ
れ
が
実
行
さ
れ
、（
納
税
義
務
者
の
下
で
の
事
後

的
な
事
情
変
更
は
あ
り
う
る
と
は
い
え
）
納
税
申
告
が
な
さ
れ
る
こ
と
が
容
易
に
生
じ
う
る
。
し
た
が
っ
て
、
納
税
義
務
者
の
も
と
で
も

租
税
手
続
に
お
い
て
適
正
な
行
動
を
と
ら
せ
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
確
保
手
段
の
一
つ
が
料
金
徴
収
で
あ
る
と
言
え

よ
う
。
総
じ
て
言
え
ば
、
租
税
手
続
の
コ
ス
ト
（
≒
効
率
性
）
を
論
ず
る
際
に
は
、
納
税
義
務
者
の
も
と
で
の
コ
ス
ト
の
み
で
は
な
く
、

（
227
） 　

日
本
法
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
手
塚
貴
大
「
納
税
者
と
課
税
庁
の
合
意
」
論
究
ジ
ュ
リ
ス
ト
二
六
号
七
六
頁
以
下
、
手
塚
・
前
掲
注
（
226
）
三
〇
一
頁
以
下
。

（
228
） 　H

ey, in:Tipke / Lang (H
rsg.) , Steuerrecht (Fn.22) , R

n.3.241.
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課
税
庁
の
も
と
で
の
コ
ス
ト
も
含
め
る
べ
き
で
あ
っ
て
、
言
わ
ば
、
総
合
的
コ
ス
ト
の
観
念
、
コ
ス
ト
の
総
合
化
の
指
向
が
必
要
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
。

　

な
お
、
こ
の
点
、
税
務
行
政
に
お
け
る
（
課
税
庁
と
納
税
義
務
者
と
の
）
協
働
の
視
点）

229
（

は
示
唆
的
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
税
務
行
政
は

課
税
庁
に
よ
る
一
方
的
法
執
行
作
用
で
は
必
ず
し
も
な
く
な
り
、
納
税
義
務
者
も
執
行
の
一
助
を
形
成
す
る
わ
け
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、

前
叙
の
拘
束
情
報
、
事
実
に
関
す
る
合
意
の
可
能
性
が
生
じ
て
く
る
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
、
ド
イ
ツ
の
議
論
に
よ
れ
ば
、
財
政
学
の
議
論

の
中
で
租
税
心
理
学
、租
税
社
会
学
に
関
す
る
言
及
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
が
、そ
れ
ら
は
課
税
に
対
す
る
納
税
義
務
者
の
立
ち
位
置
、動
機
、

感
情
お
よ
び
行
動
に
係
る
経
験
的
知
見
を
与
え
て
く
れ
る）

230
（

点
で
、
協
働
の
実
効
性
確
保
の
た
め
の
要
件
も
解
明
さ
れ
う
る
わ
け
で
あ
る
。

（
229
） 　Seer, in:Tipke / Lang (H

rsg.) , Steuerrecht (Fn.22) , R
n.21.4. 

所
論
に
よ
る
と
、本
文
中
の
こ
の
概
念
は
、事
実
関
係
の
解
明
に
つ
き
、納
税
義
務
者
の
（
領

域
を
指
向
す
る
共
同
責
任
と
し
て
）
協
力
義
務
を
導
く
。
そ
れ
に
関
す
る
最
終
的
責
任
は
（
公
共
の
利
益
の
担
い
手
と
し
て
）
課
税
庁
が
負
う
が
、
納
税
義

務
者
の
協
力
義
務
が
果
た
さ
れ
な
い
場
合
に
も
、
な
お
、
課
税
庁
は
事
実
解
明
の
義
務
を
負
う
が
、
し
か
し
、
そ
の
分
（
高
権
的
な
解
明
を
行
う
た
め
の
）

手
が
か
り
が
少
な
く
な
り
、
納
税
義
務
者
は
領
域
責
任
に
係
る
証
明
の
リ
ス
ク
を
負
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
逆
に
、
協
働
に
拠
り
、
透
明
性
と
相
互
の
信

頼
が
あ
れ
ば
、租
税
抵
抗
も
減
少
し
、課
税
庁
は
そ
の
高
権
的
手
段
に
つ
い
て
納
税
義
務
を
回
避
し
よ
う
と
す
る
者
に
集
中
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
、

Sediqi, W
irtschaftlichkeit (Fn.26) , S.46ff.

（
230
） 　H

ey, in:Tipke / Lang (H
rsg.) , Steuerrecht (Fn.22) , R

n.1.19.




